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コンフィギュレーションファイルの管理の前提条件
•ユーザには、少なくとも Cisco IOS環境とコマンドラインインターフェイスに関する基本
的な知識が必要です。

•システムでは、少なくとも最小限の設定が実行されていることが必要です。基本コンフィ
ギュレーションファイルは、setupコマンドを使用して作成できます。

コンフィギュレーションファイルの管理の制約事項
•このドキュメントで説明されている Cisco IOSコマンドの多くは、デバイスの特定のコン
フィギュレーションモードでのみ使用可能であり機能します。

• CiscoIOSコンフィギュレーションコマンドのいくつかは、特定のデバイスプラットフォー
ムでのみ使用可能であり、コマンド構文はプラットフォームによって異なる可能性があり

ます。
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コンフィギュレーションファイルの管理について

コンフィギュレーションファイルのタイプ

コンフィギュレーションファイルには、シスコ製デバイスの機能をカスタマイズするための

Cisco IOSソフトウェアコマンドが含まれています。コマンドは、システムを起動したとき
（startup-configファイルから）、またはコンフィギュレーションモードでCLIにコマンドを入
力したときに、Cisco IOSソフトウェアによって解析（変換および実行）されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイル（startup-config）は、ソフトウェアを設定す
るためにシステムの起動時に使用されます。実行コンフィギュレーションファイル

（running-config）には、ソフトウェアの現在の設定が含まれています。2つのコンフィギュレー
ションファイルは別々の設定にできます。たとえば、コンフィギュレーションを永続的ではな

く短期間で変更する場合があります。その場合は、configure terminalEXECコマンドを使用し
て実行コンフィギュレーションを変更しますが、そのコンフィギュレーションは copy
running-config startup-config EXECコマンドを使用して保存しません。

実行コンフィギュレーションを変更するには、コンフィギュレーションファイルの変更（11
ページ）の項で説明されているように、configure terminalコマンドを使用します。Cisco IOS
コンフィギュレーションモードの使用時には、通常コマンドはすぐに実行され、入力直後また

はコンフィギュレーションモードを終了した時点で実行コンフィギュレーションファイルに

保存されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイルを変更するには、copy running-config
startup-config EXECコマンドを使用してスタートアップコンフィギュレーションに実行コン
フィギュレーションファイルを保存するか、ファイルサーバからスタートアップコンフィギュ

レーションにコンフィギュレーションファイルをコピーします（詳細については、「TFTP
サーバからデバイスへのコンフィギュレーションファイルのコピー」を参照してください）。

コンフィギュレーションモードおよびコンフィギュレーションソー

スの選択

デバイス上でコンフィギュレーションモードを開始するには、特権EXECプロンプトでconfigure
コマンドを入力します。Cisco IOSソフトウェアは次のプロンプトで応答し、端末、メモリ、
またはネットワークサーバ（ネットワーク）上に格納されたファイルのいずれかを、コンフィ

ギュレーションコマンドのソースとして指定するように要求されます。

Configuring from terminal, memory, or network [terminal]?

端末からの設定では、コマンドラインにコンフィギュレーションコマンドを入力できます（次

の項を参照してください）。詳細については、スタートアップコンフィギュレーションファ

イルでのコンフィギュレーションコマンドの再実行の項を参照してください。
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ネットワークからの設定では、ネットワーク経由でコンフィギュレーションコマンドをロード

して実行できます。詳細については、TFTPサーバからデバイスへのコンフィギュレーション
ファイルのコピーの項を参照してください。

CLIを使用したコンフィギュレーションファイルの変更
Cisco IOSソフトウェアは、1行につき 1つのコンフィギュレーションコマンドを受け入れま
す。コンフィギュレーションコマンドは、必要なだけ入力できます。コンフィギュレーション

ファイルには、入力したコマンドを説明するコメントを追加できます。コメントの先頭には、

感嘆符（!）を付けます。コメントは NVRAMにもコンフィギュレーションファイルのアク
ティブコピーにも格納されないため、show running-configまたはmore system:running-config
EXECコマンドでアクティブな設定のリストを表示しても、コメントは表示されません。show
startup-configまたはmore nvram:startup-config EXECモードコマンドでスタートアップコン
フィギュレーションのリストを表示しても、コメントは表示されません。コメントは、コン

フィギュレーションファイルがデバイスにロードされたときにコンフィギュレーションファ

イルから削除されます。ただし、ファイル転送プロトコル（FTP）、リモートコピープロトコ
ル（RCP）、または Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバ上に格納されているコンフィ
ギュレーションファイルのコメントのリストは表示できます。CLIを使用してソフトウェアは
設定するときは、ユーザの入力に従ってソフトウェアによりコマンドが実行されます。

コンフィギュレーションファイルの場所

コンフィギュレーションファイルは、次の場所に格納されます。

•実行コンフィギュレーションは RAMに格納されます。

•クラスAフラッシュファイルシステムプラットフォーム以外のすべてのプラットフォー
ム上では、スタートアップコンフィギュレーションは不揮発性 RAM（NVRAM）に格納
されます。

•クラスAフラッシュファイルシステムのプラットフォーム上では、スタートアップコン
フィギュレーションは CONFIG_FILE環境変数で指定された場所に格納されます（クラス
Aフラッシュファイルシステムでの CONFIG_FILE環境変数の指定 （35ページ）の項を
参照してください）。CONFIG_FILE変数は、デフォルトでは NVRAMになりますが、次
のファイルシステムのファイルも指定できます。

• nvram:（NVRAM）

• flash:（内部フラッシュメモリ）

• usbflash0:（外部 usbflashファイルシステム）

• usbflash1:（外部 usbflashファイルシステム）
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ネットワークサーバからデバイスへのコンフィギュレーションファイ

ルのコピー

TFTP、rcp、または FTPサーバからデバイスの実行コンフィギュレーションまたはスタート
アップコンフィギュレーションへコンフィギュレーションファイルをコピーできます。この

機能は、次のいずれかの理由により実行する場合があります。

•バックアップコンフィギュレーションファイルを復元するため。

•別のデバイスのコンフィギュレーションファイルを使用するため。たとえば、別のデバイ
スをネットワークに追加して、そのデバイスのコンフィギュレーションを元のデバイスと

同様にする場合です。ファイルを新しいデバイスにコピーすると、ファイル全体を再作成

しないで、関連部分を変更できます。

•同一のコンフィギュレーションコマンドをネットワーク内のすべてのデバイスにロードし
て、すべてのデバイスのコンフィギュレーションを同様にするため。

コマンドラインにコマンドを入力した場合と同様に、copy{ftp: | rcp: | tftp:system:running-config}
EXECコマンドはデバイスにコンフィギュレーションファイルをロードします。コマンドを追
加するまで、既存の実行コンフィギュレーションは消去されません。コピーされたコンフィ

ギュレーションファイル内のコマンドによって既存のコンフィギュレーションファイル内の

コマンドが置き換えられると、既存のコマンドは消去されます。たとえば、コピーされたコン

フィギュレーションファイルに格納されている特定のコマンドの IPアドレスが、既存のコン
フィギュレーションに格納されている IPアドレスと異なる場合は、コピーされたコンフィギュ
レーション内の IPアドレスが使用されます。ただし、既存のコンフィギュレーション内の一
部のコマンドには、置き換えられたり無効になったりしないものもあります。このようなコマ

ンドがある場合は、既存のコンフィギュレーションファイルとコピーされたコンフィギュレー

ションファイルが組み合わされた（コピーされたコンフィギュレーションファイルが優先す

る）コンフィギュレーションファイルが作成されます。

コンフィギュレーションファイルをサーバ上に格納されているファイルの正確なコピーとして

復元するには、そのコンフィギュレーションファイルをスタートアップコンフィギュレーショ

ンに直接コピーし（copy ftp:| rcp:| tftp:} nvram:startup-configコマンドを使用）、デバイスを
リロードする必要があります。

サーバからデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーするには、次のセクションで

説明するタスクを実行します。

使用するプロトコルは、使用中のサーバのタイプに応じて異なります。FTPおよび rcpのトラ
ンスポートメカニズムは、TFTPよりも高速でデータ配信の信頼性も優れています。これらの
改善は、FTPおよび rcpのトランスポートメカニズムがコネクション型の TCP/IPスタック上
に構築されており、これを使用しているために可能になりました。

デバイスから TFTPサーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー

一部の TFTP実装では、TFTPサーバ上にダミーファイルを作成し、読み取り、書き込み、お
よび実行を許可してから、ダミーファイルを上書きする形でファイルをコピーする必要があり

ます。詳細については、ご使用の TFTPのマニュアルを参照してください。
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デバイスから RCPサーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー

デバイスから RCPサーバへコンフィギュレーションファイルをコピーできます。

ネットワークをUNIXコミュニティでリソースとして使用する最初の試みの 1つは、リモート
シェル（RSH）およびリモートコピー（rcp）機能が含まれた、リモートシェルプロトコルの
設計および実装につながりました。rshおよび rcpにより、ユーザはリモートでコマンドを実行
し、ネットワーク上のリモートホストまたはサーバにあるファイルシステムからまたはファ

イルシステムへファイルをコピーすることが可能になります。シスコの rshおよび rcp実装は、
標準実装と相互運用できます。

RCPの copyコマンドは、リモートシステム上の rshサーバ（またはデーモン）を利用します。
rcpを使用してファイルをコピーするために、TFTPのようにファイル配布用のサーバを作成す
る必要はありません。必要なのは、リモートシェル（rsh）をサポートするサーバへのアクセ
スだけです（ほとんどの UNIXシステムが rshをサポートしています）。ある場所から別の場
所にファイルをコピーするため、コピー元のファイルに対する読み取り権限とコピー先のファ

イルに対する書き込み権限が必要です。コピー先ファイルが存在しない場合は、rcpにより作
成されます。

シスコの rcp実装は UNIXの rcp実装（ネットワーク上のシステム間でファイルをコピー）の
関数をエミュレートしたものですが、シスコのコマンド構文は UNIXの rcpコマンド構文とは
異なります。シスコの rcpサポートは、rcpをトランスポートメカニズムとして使用する一連
の copyコマンドを提供しています。これらの rcp copyコマンドは、シスコの TFTP copyコマ
ンドに類似していますが、高速で信頼性の高いデータ配信を実現する代替方法を備えていると

いう点が異なります。これらの改善は、rcpのトランスポートメカニズムがコネクション型の
TCP/IPスタック上に構築されており、これを使用しているために可能になりました。rcpコマ
ンドを使用して、デバイスからネットワークサーバ（またはその逆）へシステムイメージおよ

びコンフィギュレーションファイルをコピーできます。

また、rcpサポートをイネーブルにし、リモートシステムのユーザがデバイスからまたはデバ
イスへファイルをコピーできるようにすることも可能です。

リモートユーザがデバイスとの間でファイルをコピーできるように Cisco IOSソフトウェアを
設定するには、ip rcmd rcp-enableグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用しま
す。

機能制限

RCPプロトコルでは、クライアントは RCP要求ごとにリモートユーザ名をサーバに送信する
必要があります。RCPを使用してデバイスからサーバへコンフィギュレーションファイルを
コピーする場合、Cisco IOSソフトウェアは次の順番で最初に発見した有効なユーザ名を送信
します。

1. copy EXECコマンドで指定されたユーザ名（ユーザ名が指定されている場合）。

2. ip rcmd remote-usernameグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定されたユー
ザ名（コマンドが設定されている場合）。

3. 現在のTTY（端末）プロセスに関連付けられているリモートユーザ名。たとえば、ユーザ
が Telnetを介してデバイスに接続されており、usernameコマンドを介して認証された場
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合は、リモートユーザ名として Telnetユーザ名がデバイスソフトウェアによって送信され
ます。

4. デバイスのホスト名。

RCPコピー要求を正常に実行するためには、ネットワークサーバ上にリモートユーザ名のア
カウントを定義する必要があります。このサーバがディレクトリ構造をとっている場合、コン

フィギュレーションファイルまたはイメージは、サーバ上のリモートユーザ名と関連付けら

れたディレクトリに書き込まれるか、そのディレクトリからコピーされます。たとえば、シス

テムイメージがサーバ上のユーザのホームディレクトリにある場合は、そのユーザの名前を

リモートユーザ名として指定できます。

ip rcmd remote-usernameコマンドを使用して、すべてのコピーに対してユーザ名を指定しま
す。（rcmdは、スーパーユーザレベルで使用される UNIXルーチンで、予約されたポート番
号に基づいた認証スキームを使用してリモートマシン上でコマンドを実行します。rcmdは
「Remote Command（リモートコマンド）」の略です）。特定のコピー操作にのみ使用する
ユーザ名を指定する場合は、copyコマンド内でユーザ名を指定します。

サーバに書き込む場合、デバイス上のユーザからの RCP書き込み要求を受け入れるように、
RCPサーバを適切に設定する必要があります。UNIXシステムの場合は、RCPサーバ上のリ
モートユーザ用の .rhostsファイルにエントリを追加する必要があります。たとえば、デバイ
スに次の設定行が含まれているとします。

hostname Device1
ip rcmd remote-username User0

デバイスの IPアドレスが device1.example.comに変換される場合、RCPサーバ上の User0の
.rhostsファイルには、次の行が含まれることになります。

Device1.example.com Device1

RCPユーザ名に関する要件

RCPプロトコルでは、クライアントは RCP要求ごとにリモートユーザ名をサーバに送信する
必要があります。RCPを使用してデバイスからサーバへコンフィギュレーションファイルを
コピーする場合、Cisco IOSソフトウェアは次の順番で最初に発見した有効なユーザ名を送信
します。

1. copy EXECコマンドで指定されたユーザ名（ユーザ名が指定されている場合）。

2. ip rcmd remote-usernameグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定されたユー
ザ名（コマンドが設定されている場合）。

3. 現在のTTY（端末）プロセスに関連付けられているリモートユーザ名。たとえば、ユーザ
が Telnetを介してデバイスに接続されており、usernameコマンドを介して認証された場
合は、リモートユーザ名として Telnetユーザ名がデバイスソフトウェアによって送信され
ます。

4. デバイスのホスト名。
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RCPコピー要求を実行するためには、ネットワークサーバ上にリモートユーザ名のアカウン
トを定義する必要があります。このサーバがディレクトリ構造をとっている場合、コンフィ

ギュレーションファイルまたはイメージは、サーバ上のリモートユーザ名と関連付けられた

ディレクトリに書き込まれるか、そのディレクトリからコピーされます。たとえば、システム

イメージがサーバ上のユーザのホームディレクトリにある場合は、そのユーザの名前をリモー

トユーザ名として指定します。

詳細については、ご使用の RCPサーバのマニュアルを参照してください。

デバイスから FTPサーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー

デバイスから FTPサーバにコンフィギュレーションファイルをコピーできます。

FTPユーザ名およびパスワードの概要

パスワードに特殊文字「@」を含めることはできません。文字「@」を使用すると、コピーで
サーバの IPアドレスを解析できません。

（注）

FTPプロトコルでは、FTP要求ごとにリモートユーザ名およびパスワードを、クライアントが
サーバに送信する必要があります。FTPを使用してデバイスからサーバへコンフィギュレー
ションファイルをコピーする場合、Cisco IOSソフトウェアは次の順番で最初に発見した有効
なユーザ名を送信します。

1. copy EXECコマンドで指定されたユーザ名（ユーザ名が指定されている場合）。

2. ip ftp usernameグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定されたユーザ名（コ
マンドが設定されている場合）。

3. Anonymous

デバイスは、次の順番で最初に発見した有効なパスワードを送信します。

1. copyコマンドで指定されたパスワード（パスワードが指定されている場合）。

2. ip ftp passwordコマンドで設定されたパスワード（コマンドが設定されている場合）。

3. デバイスは、username@devicename.domainというパスワードを生成します。変数 username
は現在のセッションに関連付けられたユーザ名、devicenameは設定済みのホスト名、domain
はデバイスのドメインです。

ユーザ名およびパスワードは、FTPサーバのアカウントに関連付けられている必要がありま
す。サーバに書き込む場合、デバイス上のユーザからの FTP書き込み要求を受け入れるよう
に、FTPサーバを適切に設定する必要があります。

このサーバがディレクトリ構造をとっている場合、コンフィギュレーションファイルまたはイ

メージは、サーバ上のユーザ名と関連付けられたディレクトリに書き込まれるか、そのディレ

クトリからコピーされます。たとえば、システムイメージがサーバ上のユーザのホームディ

レクトリにある場合は、そのユーザの名前をリモートユーザ名として指定します。

コンフィギュレーションファイルの管理
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詳細については、ご使用の FTPサーバのマニュアルを参照してください。

すべてのコピー操作に使用するユーザ名およびパスワードを指定するには、ip ftp usernameお
よび ip ftp passwordグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用します。特定のコピー
操作にのみ使用するユーザ名を指定する場合は、copyEXECコマンド内でユーザ名を指定しま
す。

VRFによるファイルのコピー

copyコマンドで指定した VRFインターフェイス経由でファイルをコピーできます。設定の変
更リクエストを使用せずに直接送信元インターフェイスを変更できるので、copyコマンドで
VRFを指定するほうが簡単で効率的です。

例

次の例に、copyコマンドを使用して VRF経由でファイルをコピーする方法を示しま
す。

Device# copy scp: bootflash-1: vrf test-vrf
Address or name of remote host [10.1.2.3]?
Source username [ScpUser]?
Source filename [/auto/tftp-server/ScpUser/vrf_test.txt]?
Destination filename [vrf_test.txt]?
Getting the vrf name as test-vrf
Password:
Sending file modes: C0644 10 vrf_test.txt
!
223 bytes copied in 22.740 secs (10 bytes/sec)

スイッチから別のスイッチへのコンフィギュレーションファイルのコピー

あるスイッチから別のスイッチに設定をコピーすることができます。これは2ステッププロセ
スです。スイッチから TFTPサーバに設定をコピーし、次に TFTPから別のスイッチに設定を
コピーします。

スイッチから現在の設定をコピーするには、copy startup-config tftp:コマンドを実行し、続く
指示に従います。設定が TFTPサーバにコピーされます。

次に、別のスイッチへログインし、copy tftp: startup-configコマンドを実行して、続く指示に
従います。これで、設定は別のスイッチにコピーされます。

設定をコピーした後、その設定を保存するには、write memoryコマンドを使用し、その後ス
イッチをリロードするか、または copy startup-config running-configコマンドを実行します。

NVRAMより大きいコンフィギュレーションファイル

NVRAMより大きいコンフィギュレーションファイルを維持管理するには、以降の項の情報を
知っておく必要があります。

コンフィギュレーションファイルの管理
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コンフィギュレーションファイルの圧縮

service compress-configグローバルコンフィギュレーションコマンドは、コンフィギュレー
ションファイルを圧縮して NVRAMに格納することを指定します。コンフィギュレーション
ファイルが圧縮されると、デバイスは正常に機能します。システムの起動時に、システムはコ

ンフィギュレーションファイルが圧縮されていることを認識し、圧縮されたコンフィギュレー

ションファイルを展開して、正常に処理を進めます。more nvram:startup-config EXECコマ
ンドにより、コンフィギュレーションが展開されてから表示されます。

コンフィギュレーションファイルを圧縮する前に、適切なハードウェアのインストレーション

およびメンテナンスマニュアルを参照してください。ご利用のシステムのROMがファイル圧
縮をサポートしていることを確認します。サポートしていない場合、ファイル圧縮をサポート

している新しい ROMをインストールできます。

コンフィギュレーションのサイズは、NVRAMのサイズの3倍を超えてはいけません。NVRAM
のサイズが 128 KBの場合、展開できる最大のコンフィギュレーションファイルのサイズは
384 KBです。

service compress-configグローバルコンフィギュレーションコマンドは、Cisco IOSソフトウェ
アリリース 10.0以降のブート ROMを使用している場合に限り実行できます。新しい ROMを
インストールするのは 1回限りの操作で、ROMに Cisco IOS Release 10.0がない場合だけ必要
です。ブート ROMが圧縮コンフィギュレーションを認識しない場合は、次のメッセージが表
示されます。

Boot ROMs do not support NVRAM compression Config NOT written to NVRAM

コンフィギュレーションのクラス Aフラッシュファイルシステム上のフラッシュメモリへの格納

クラスAフラッシュファイルシステムのデバイス上では、内部フラッシュメモリのファイルま
たは PCMCIAスロットのフラッシュメモリのファイルに CONFIG_FILE環境変数を設定する
ことにより、スタートアップコンフィギュレーションをフラッシュメモリに格納できます。

詳細については、クラス Aフラッシュファイルシステムでの CONFIG_FILE環境変数の指定
（35ページ）を参照してください。

大きいコンフィギュレーションを編集または変更する場合は、注意する必要があります。フ

ラッシュメモリ領域は copy system:running-config nvram:startup-config EXECコマンドが発
行されるたびに使用されます。フラッシュメモリのファイル管理（空き領域の最適化などの）

は自動的には行われないため、利用可能なフラッシュメモリに十分注意を払う必要がありま

す。squeezeコマンドを使用して、使用済み領域を再要求します。20 MB以上の大容量フラッ
シュカードを使用することを推奨します。

ネットワークからのコンフィギュレーションコマンドのロード

コンフィギュレーションが大きい場合は、FTP、RCP、TFTPのいずれかのサーバに格納してお
き、システムの起動時にダウンロードすることもできます。ネットワークサーバを使用して大

規模な設定を格納するには、デバイスからTFTPサーバへのコンフィギュレーションファイル
のコピー （13ページ）およびコンフィギュレーションファイルをダウンロードするデバイス
の設定（10ページ）の項でこれらのコマンドの詳細を参照してください。

コンフィギュレーションファイルの管理
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コンフィギュレーションファイルをダウンロードするデバイスの設定

システムの起動時に 1つまたは 2つのコンフィギュレーションファイルをロードするようにデ
バイスを設定できます。コンフィギュレーションファイルは、コマンドラインにコマンドを入

力した場合と同様に、メモリにロードされ読み込まれます。そのため、デバイスのコンフィ

ギュレーションは、元のスタートアップコンフィギュレーションと 1つまたは 2つのダウン
ロードされたコンフィギュレーションファイルが混在したものになります。

ネットワークとホストのコンフィギュレーションファイル

歴史的な理由から、デバイスが最初にダウンロードするファイルは、ネットワークコンフィ

ギュレーションファイルと呼ばれます。デバイスが2番目にダウンロードするファイルは、ホ
ストコンフィギュレーションファイルと呼ばれます。2つのコンフィギュレーションファイ
ルは、ネットワーク上のすべてのデバイスが、同一コマンドの多くを使用する場合に使用でき

ます。ネットワークコンフィギュレーションファイルには、すべてのデバイスを設定するた

めに使用される標準コマンドが含まれます。ホストコンフィギュレーションファイルには、

特定の 1つのホストに固有のコマンドが含まれます。2つのコンフィギュレーションファイル
をロードする場合、ホストコンフィギュレーションファイルを、もう 1つのファイルより優
先させる必要があります。ネットワークコンフィギュレーションファイルとホストコンフィ

ギュレーションファイルの両方とも、TFTP、RCP、FTPのいずれかを介して到達可能なネッ
トワークサーバ上にあり、読み取り可能である必要があります。

コンフィギュレーションファイル情報の管理方法

コンフィギュレーションファイル情報の表示

コンフィギュレーションファイルに関する情報を表示するには、このセクションの手順を実行

します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

BOOT環境変数の内容（設定されている
場合）、CONFIG_FILE環境変数によっ

show boot

例：

ステップ 2

て指定されているコンフィギュレーショ

Device# show boot ンファイルの名前、および BOOTLDR
環境変数の内容を示します。

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

指定されたファイルの内容を表示しま

す。

more file-url

例：

ステップ 3

Device# more 10.1.1.1

実行コンフィギュレーションファイル

の内容を表示します（ more

show running-config

例：

ステップ 4

system:running-configコマンドのコマン
ドエイリアスです）。Device# show running-config

スタートアップコンフィギュレーショ

ンファイルの内容を表示します。

show startup-config

例：

ステップ 5

（more nvram:startup-configコマンド
のコマンドエイリアスです）。Device# show startup-config

クラスAフラッシュファイルシステム
プラットフォーム以外のすべてのプラッ

トフォーム上では、通常、デフォルトの

startup-configファイルは NVRAMに格
納されます。

クラスAフラッシュファイルシステム
プラットフォーム上では、CONFIG_FILE
環境変数はデフォルトの startup-config
ファイルを指定します。

CONFIG_FILE変数のデフォルトは
NVRAMになります。

コンフィギュレーションファイルの変更

Cisco IOSソフトウェアは、1行につき 1つのコンフィギュレーションコマンドを受け入れま
す。コンフィギュレーションコマンドは、必要なだけ入力できます。コンフィギュレーション

ファイルには、入力したコマンドを説明するコメントを追加できます。コメントの先頭には、

感嘆符（!）を付けます。コメントは NVRAMにもコンフィギュレーションファイルのアク
ティブコピーにも格納されないため、show running-configまたは more system:running-config
EXECコマンドでアクティブな設定のリストを表示しても、コメントは表示されません。show
startup-configまたは more nvram:startup-config EXECモードコマンドでスタートアップコン
フィギュレーションのリストを表示しても、コメントは表示されません。コメントは、コン

フィギュレーションファイルがデバイスにロードされたときにコンフィギュレーションファ

イルから削除されます。ただし、ファイル転送プロトコル（FTP）、リモートコピープロトコ
ル（RCP）、または Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバ上に格納されているコンフィ
ギュレーションファイルのコメントのリストは表示できます。CLIを使用してソフトウェアは
設定するときは、ユーザの入力に従ってソフトウェアによりコマンドが実行されます。CLIを

コンフィギュレーションファイルの管理
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使用してソフトウェアを設定するには、特権EXECモードを開始して次のコマンドを使用しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

必要なコンフィギュレーションコマン

ドを入力します。Cisco IOSマニュアル
configuration command

例：

ステップ 3

セットに、テクノロジー別に編成された

Device(config)# configuration command コンフィギュレーションコマンドが説

明されています。

コンフィギュレーションセッションを

終了し、EXECモードに戻ります。
次のいずれかを実行します。ステップ 4

• end
• ^Z Ctrlキーと Zキーを同時に押

すと、画面に^Zと表示されま
す。

（注）

例：

Device(config)# end

実行コンフィギュレーションファイル

をスタートアップコンフィギュレーショ

ンファイルとして保存します。

copy system:running-config
nvram:startup-config

例：

ステップ 5

copy running-config startup-configコマ
ンドエイリアスも使用できますが、この

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

コマンドは精度が高くないため、注意す

る必要があります。ほとんどのプラット

フォーム上では、このコマンドによりコ

ンフィギュレーションは NVRAMに保
存されます。クラス Aフラッシュファ
イルシステムのプラットフォーム上で

は、この手順によりコンフィギュレー

ションはCONFIG_FILE環境変数によっ
て指定された場所に保存されます（デ

フォルトの CONFIG_FILE変数では、

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

ファイルの保存先は NVRAMに指定さ
れています）。

例

次の例では、デバイスのデバイスプロンプト名を設定しています。感嘆符（!）で示さ
れたコメント行では、いずれのコマンドも実行されません。hostnameコマンドを使用
して、デバイス名を deviceから new_nameに変更しています。Ctrl+Z（^Z）キーを押
すか、endコマンドを入力すると、コンフィギュレーションモードが終了します。copy
system:running-config nvram:startup-configコマンドにより、現在のコンフィギュレー
ションがスタートアップコンフィギュレーションに保存されます。

Device# configure terminal
Device(config)# !The following command provides the switch host name.
Device(config)# hostname new_name
new_name(config)# end
new_name# copy system:running-config nvram:startup-config

スタートアップコンフィギュレーションがNVRAMにある場合は、現在の設定情報が
コンフィギュレーションコマンドとしてテキスト形式で格納され、デフォルト以外の

設定だけが記録されます。破損データから保護するために、メモリはチェックサム算

出されます。

一部の特定のコマンドは、NVRAMに保存されない場合があります。これらのコマン
ドは、マシンをリブートしたときに再入力する必要があります。これらのコマンドは、

マニュアルに記載されています。リブート後にすばやくデバイスを再設定できるよう

に、これらの設定のリストを保管しておくことを推奨します。

（注）

デバイスから TFTPサーバへのコンフィギュレーションファイルのコ
ピー

TFTPネットワークサーバ上の設定をコピーするには、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

TFTPサーバへ実行コンフィギュレー
ションファイルをコピーします。

copy system:running-config tftp:
[[[//location ]/directory ]/filename ]

例：

ステップ 2

Device# copy system:running-config
tftp: //server1/topdir/file10

TFTPサーバへスタートアップコンフィ
ギュレーションファイルをコピーしま

す。

copy nvram:startup-config tftp:
[[[//location ]/directory ]/filename ]

例：

ステップ 3

Device# copy nvram:startup-config tftp:
//server1/1stdir/file10

例

次に、デバイスからから TFTPサーバへコンフィギュレーションファイルをコピーす
る例を示します。

Device# copy system:running-config tftp://172.16.2.155/tokyo-confg
Write file tokyo-confg on host 172.16.2.155? [confirm] Y
Writing tokyo-confg!!! [OK]

次の作業

copyコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表示され
る場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および file
promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

デバイスから RCPサーバへのコンフィギュレーションファイルのコ
ピー

デバイスから RCPサーバへスタートアップコンフィギュレーションファイルまたは実行コン
フィギュレーションファイルをコピーするには、特権 EXECモードを開始して次のコマンド
を使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

（任意）デフォルトのリモートユーザ

名を変更します。

ip rcmd remote-username username

例：

ステップ 3

Device(config)# ip rcmd remote-username
NetAdmin1

（任意）グローバルコンフィギュレー

ションモードを終了します。

end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

次のいずれかを実行します。ステップ 5 •デバイスの実行コンフィギュレー
ションファイルが RCPサーバ上に
格納されるように指定します。

• copy system:running-config rcp:
[[[//[username@]location ]/directory
]/filename ] または

• copy nvram:startup-config rcp:
[[[//[username@]location ]/directory
]/filename ]

•デバイスのスタートアップコンフィ
ギュレーションファイルが RCP
サーバ上に格納されるように指定し

ます。
例：

Device# copy system:running-config rcp:

//NetAdmin1@example.com/dir-files/file1

例

RCPサーバへの実行コンフィギュレーションファイルの格納

次に、rtr2-confgという名前の実行コンフィギュレーションファイルを IPアドレス172.16.101.101
のリモートホスト上の netadmin1ディレクトリにコピーする例を示します。

Device# copy system:running-config rcp://netadmin1@172.16.101.101/runfile2-confg
Write file runfile2-confg on host 172.16.101.101?[confirm]
Building configuration...[OK]
Connected to 172.16.101.101
Device#

RCPサーバへのスタートアップコンフィギュレーションファイルの格納

次に、RCPを使用してファイルをコピーすることによって、サーバ上にスタートアップコン
フィギュレーションファイルを格納する例を示します。

コンフィギュレーションファイルの管理
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Device# configure terminal

Device(config)# ip rcmd remote-username netadmin2

Device(config)# end

Device# copy nvram:startup-config rcp:

Remote host[]? 172.16.101.101

Name of configuration file to write [start-confg]?
Write file start-confg on host 172.16.101.101?[confirm]
![OK]

次の作業

copyEXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表
示される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
file promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

デバイスから FTPサーバへのコンフィギュレーションファイルのコ
ピー

デバイスから FTPサーバへスタートアップコンフィギュレーションファイルまたは実行コン
フィギュレーションファイルをコピーするには、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

デバイスでグローバルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

（任意）デフォルトのリモートユーザ

名を指定します。

ip ftp username username

例：

ステップ 3

Device(config)# ip ftp username
NetAdmin1

（任意）デフォルトのパスワードを指定

します。

ip ftp password password

例：

ステップ 4

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# ip ftp password
adminpassword

（任意）グローバルコンフィギュレー

ションモードを終了します。この手順

end

例：

ステップ 5

は、デフォルトのリモートユーザ名ま

Device(config)# end たはパスワードを上書きする場合にだけ

必要です（ステップ 2および 3を参
照）。

FTPサーバの指定された場所へ実行コン
フィギュレーションまたはスタートアッ

次のいずれかを実行します。ステップ 6

• copy system:running-config ftp:
[[[//[username [:password プコンフィギュレーションファイルを

コピーします。]@]location]/directory ]/filename ]ま
たは

• copy nvram:startup-config ftp:
[[[//[username [:password
]@]location]/directory ]/filename ]

例：

Device# copy system:running-config ftp:

例

FTPサーバへの実行コンフィギュレーションファイルの格納

次に、runfile-confgという名前の実行コンフィギュレーションファイルを IPアドレス
172.16.101.101のリモートホスト上の netadmin1ディレクトリにコピーする例を示します。

Device# copy system:running-config ftp://netadmin1:mypass@172.16.101.101/runfile-confg
Write file runfile-confg on host 172.16.101.101?[confirm]
Building configuration...[OK]
Connected to 172.16.101.101
Device#

FTPサーバへのスタートアップコンフィギュレーションファイルの格納

次に、FTPを使用してファイルをコピーすることによって、サーバ上にスタートアップコン
フィギュレーションファイルを格納する例を示します。

Device# configure terminal

Device(config)# ip ftp username netadmin2

Device(config)# ip ftp password mypass

Device(config)# end

コンフィギュレーションファイルの管理
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Device# copy nvram:startup-config ftp:

Remote host[]? 172.16.101.101

Name of configuration file to write [start-confg]?
Write file start-confg on host 172.16.101.101?[confirm]
![OK]

次の作業

copyEXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表
示される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
file promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

TFTPサーバからデバイスへのコンフィギュレーションファイルのコ
ピー

TFTPサーバからデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーするには、以下のタス
クを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

TFTPサーバから実行コンフィギュレー
ションへコンフィギュレーションファ

イルをコピーします。

copy tftp: [[[//location]/directory]/filename]
system:running-config

例：

ステップ 2

Device# copy
tftp://server1/dir10/datasource
system:running-config

TFTPサーバからスタートアップコン
フィギュレーションへコンフィギュレー

ションファイルをコピーします。

copy tftp: [[[//location]/directory]/filename]
nvram:startup-config

例：

ステップ 3

Device# copy
tftp://server1/dir10/datasource
nvram:startup-config

TFTPサーバからスタートアップコン
フィギュレーションへコンフィギュレー

ションファイルをコピーします。

copy tftp:
[[[//location]/directory]/filename]flash-[n]:/directory/startup-config

例：

ステップ 4

Device# copy

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

tftp://server1/dir10/datasource
flash:startup-config

例

次に、IPアドレス172.16.2.155にある、tokyo-confgという名前のファイルからソフ
トウェアを設定する例を示します。

Device# copy tftp://172.16.2.155/tokyo-confg system:running-config

Configure using tokyo-confg from 172.16.2.155? [confirm] Y

Booting tokyo-confg from 172.16.2.155:!!! [OK - 874/16000 bytes]

次の作業

copyEXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表
示される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
file promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

rcpサーバからデバイスへのコンフィギュレーションファイルのコピー
rcpサーバから実行コンフィギュレーションまたはスタートアップコンフィギュレーションへ
コンフィギュレーションファイルをコピーするには、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

（任意）端末からコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。この手順は、

configure terminal

例：

ステップ 2

デフォルトのリモートユーザ名を上書

Device# configure terminal きする場合にだけ必要です（ステップ3
を参照）。

（任意）リモートユーザ名を指定しま

す。

ip rcmd remote-username username

例：

ステップ 3

Device(config)# ip rcmd remote-username
NetAdmin1
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目的コマンドまたはアクション

（任意）グローバルコンフィギュレー

ションモードを終了します。この手順

end

例：

ステップ 4

は、デフォルトのリモートユーザ名ま

Device(config)# end たはパスワードを上書きする場合にだけ

必要です（ステップ 2を参照）。

rcpサーバから実行コンフィギュレー
ションまたはスタートアップコンフィ

次のいずれかを実行します。ステップ 5

• copy
rcp:[[[//[username@]location]/directory]/filename]system:running-config ギュレーションへコンフィギュレーショ

ンファイルをコピーします。
• copy

rcp:[[[//[username@]location]/directory]/filename]nvram:startup-config

例：

Device# copy
rcp://[user1@example.com/dir10/fileone]
nvram:startup-config

例

rcpの Running-Configのコピー

次に、host1-confgという名前のコンフィギュレーションファイルを、IPアドレスが
172.16.101.101のリモートサーバ上の netadmin1ディレクトリからコピーし、デバイスでコマン
ドをロードして実行する例を示します。

device# copy rcp://netadmin1@172.16.101.101/host1-confg system:running-config
Configure using host1-confg from 172.16.101.101? [confirm]
Connected to 172.16.101.101
Loading 1112 byte file host1-confg:![OK]
device#
%SYS-5-CONFIG: Configured from host1-config by rcp from 172.16.101.101

rcpの Startup-Configのコピー

次に、リモートユーザ名 netadmin1を指定する例を示します。次に host2-confgという名前のコ
ンフィギュレーションファイルを、IPアドレスが 172.16.101.101のリモートサーバ上の
netadmin1ディレクトリからスタートアップコンフィギュレーションへコピーします。

device# configure terminal
device(config)# ip rcmd remote-username netadmin1
device(config)# end
device# copy rcp: nvram:startup-config
Address of remote host [255.255.255.255]? 172.16.101.101
Name of configuration file[rtr2-confg]? host2-confg
Configure using host2-confg from 172.16.101.101?[confirm]
Connected to 172.16.101.101
Loading 1112 byte file host2-confg:![OK]
[OK]
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device#
%SYS-5-CONFIG_NV:Non-volatile store configured from host2-config by rcp from 172.16.101.101

次の作業

copyEXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表
示される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
file promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

FTPサーバからデバイスへのコンフィギュレーションファイルのコ
ピー

FTPサーバから実行コンフィギュレーションまたはスタートアップコンフィギュレーションへ
コンフィギュレーションファイルをコピーするには、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

（任意）グローバルコンフィギュレー

ションモードを開始できます。この手

configure terminal

例：

ステップ 2

順は、デフォルトのリモートユーザ名

Device# configure terminal またはパスワードを上書きする場合にだ

け必要です（ステップ 3および 4を参
照）。

（任意）デフォルトのリモートユーザ

名を指定します。

ip ftp username username

例：

ステップ 3

Device(config)# ip ftp username
NetAdmin1

（任意）デフォルトのパスワードを指定

します。

ip ftp password password

例：

ステップ 4

Device(config)# ip ftp password
adminpassword

（任意）グローバルコンフィギュレー

ションモードを終了します。この手順

end

例：

ステップ 5

は、デフォルトのリモートユーザ名ま

Device(config)# end たはパスワードを上書きする場合にだけ
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目的コマンドまたはアクション

必要です（ステップ 3および 4を参
照）。

FTPを使用して、ネットワークサーバ
から実行メモリまたはスタートアップ

次のいずれかを実行します。ステップ 6

• copy ftp:
[[[//[username[:password]@]location] コンフィギュレーションへコンフィギュ

レーションファイルをコピーします。/directory
]/filename]system:running-config

• copy ftp: [[[
//[username[:password]@]location]/directory]/filename]nvram:startup-config

例：

Device# copy ftp:nvram:startup-config

例

FTPの Running-Configのコピー

次に、host1-confgという名前のホストコンフィギュレーションファイルを、IPアドレスが
172.16.101.101のリモートサーバ上の netadmin1ディレクトリからコピーし、デバイスでコマン
ドをロードして実行する例を示します。

device# copy ftp://netadmin1:mypass@172.16.101.101/host1-confg system:running-config
Configure using host1-confg from 172.16.101.101? [confirm]
Connected to 172.16.101.101
Loading 1112 byte file host1-confg:![OK]
device#
%SYS-5-CONFIG: Configured from host1-config by ftp from 172.16.101.101

FTPの Startup-Configのコピー

次に、リモートユーザ名 netadmin1を指定する例を示します。次に host2-confgという名前のコ
ンフィギュレーションファイルを、IPアドレスが 172.16.101.101のリモートサーバ上の
netadmin1ディレクトリからスタートアップコンフィギュレーションへコピーします。

device# configure terminal
device(config)# ip ftp username netadmin1
device(config)# ip ftp password mypass
device(config)# end
device# copy ftp: nvram:startup-config
Address of remote host [255.255.255.255]? 172.16.101.101
Name of configuration file[host1-confg]? host2-confg
Configure using host2-confg from 172.16.101.101?[confirm]
Connected to 172.16.101.101
Loading 1112 byte file host2-confg:![OK]
[OK]
device#
%SYS-5-CONFIG_NV:Non-volatile store configured from host2-config by ftp from 172.16.101.101
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次の作業

copyEXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表
示される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
file promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

NVRAMより大きいコンフィギュレーションファイルの保守
NVRAMのサイズを超えるコンフィギュレーションファイルを保守するには、以降のセクショ
ンで説明するタスクを実行します。

コンフィギュレーションファイルの圧縮

コンフィギュレーションファイルを圧縮するには、このセクションの手順を実行してくださ

い。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

コンフィギュレーションファイルを圧

縮することを指定します。

service compress-config

例：

ステップ 3

Device(config)# service compress-config

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

新しいコンフィギュレーションを入力し

ます。

次のいずれかを実行します。ステップ 5

•新しいコンフィギュレーションをコ
ピーするには、FTP、RCP、TFTP
を使用します。

• NVRAMのサイズの3倍以上のコン
フィギュレーションをロードしよう

とすると、次のエラーメッセージ

が表示されます。

• configure terminal

例：
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal
「[buffer overflow - file-size /buffer-size
bytes]。」

実行コンフィギュレーションの変更が終

わったら、新しいコンフィギュレーショ

ンを保存します。

copy system:running-config
nvram:startup-config

例：

ステップ 6

Device(config)# copy
system:running-config
nvram:startup-config

例

次に、129KBのコンフィギュレーションファイルを 11KBに圧縮する例を示します。

Device# configure terminal

Device(config)# service compress-config

Device(config)# end

Device# copy tftp://172.16.2.15/tokyo-confg system:running-config

Configure using tokyo-confg from 172.16.2.155? [confirm] y

Booting tokyo-confg from 172.16.2.155:!!! [OK - 874/16000 bytes]
Device# copy system:running-config nvram:startup-config

Building configuration...
Compressing configuration from 129648 bytes to 11077 bytes
[OK]

コンフィギュレーションのクラス Aフラッシュファイルシステム上のフラッシュメモ
リへの格納

スタートアップコンフィギュレーションをフラッシュメモリに格納するには、このセクショ

ンの手順を実行してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

新しい場所に現在のスタートアップコ

ンフィギュレーションをコピーして、コ

copy nvram:startup-config
flash-filesystem:filename

例：

ステップ 2

ンフィギュレーションファイルを作成

します。

Device# copy nvram:startup-config
usbflash0:switch-config

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 3

Device# configure terminal

CONFIG_FILE環境変数を設定すること
により、フラッシュメモリにスタート

boot config flash-filesystem: filename

例：

ステップ 4

アップコンフィギュレーションファイ

ルを格納することを指定します。Device(config)# boot config
usbflash0:switch-config

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

新しいコンフィギュレーションを入力し

ます。

次のいずれかを実行します。ステップ 6

•新しいコンフィギュレーションをコ
ピーするには、FTP、RCP、TFTP
を使用します。NVRAMサイズの 3
倍を超える大きさのコンフィギュ

レーションをロードしようとする

と、次のエラーメッセージが表示

されます。「[buffer overflow -
file-size /buffer-size bytes]」

• configure terminal

例：

Device# configure terminal

実行コンフィギュレーションの変更が終

わったら、新しいコンフィギュレーショ

ンを保存します。

copy system:running-config
nvram:startup-config

例：

ステップ 7

Device(config)# copy
system:running-config
nvram:startup-config
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例

以下に、usbflash0:に格納したコンフィギュレーションの例を示します。

Device# copy nvram:startup-config usbflash0:switch-config

Device# configure terminal

Device(config)# boot config usbflash0:switch-config

Device(config)# end

Device# copy system:running-config nvram:startup-config

ネットワークからのコンフィギュレーションコマンドのロード

ネットワークサーバを使用して、大きなコンフィギュレーションを保存するには、このセク

ションの手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

実行コンフィギュレーションを FTP、
RCP、TFTPのいずれかのサーバに保存
します。

copy system:running-config {ftp: | rcp: |
tftp:}

例：

ステップ 2

Device# copy system:running-config ftp:

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 3

Device# configure terminal

起動時にスタートアップコンフィギュ

レーションファイルをネットワーク

boot network {ftp:[[[//[username
[:password ]@]location ]/directory
]/filename ] | rcp:[[[//[username@]location

ステップ 4

サーバからロードすることを指定しま

す。
]/directory ]/filename ] | tftp:[[[//location
]/directory ]/filename ]}

例：

Device(config)# boot network
ftp://user1:guessme@example.com/dir10/file1
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目的コマンドまたはアクション

システムの起動時にコンフィギュレー

ションファイルをダウンロードするよ

うにスイッチをイネーブルにします。

service config

例：

Device(config)# service config

ステップ 5

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

設定を保存します。copy system:running-config
nvram:startup-config

ステップ 7

例：

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

フラッシュメモリからスタートアップまたは実行コンフィギュレー

ションへのコンフィギュレーションファイルのコピー

フラッシュメモリから現在の NVRAMにあるスタートアップコンフィギュレーションまたは
実行コンフィギュレーションへコンフィギュレーションファイルを直接コピーするには、ス

テップ 2のいずれかのコマンドを入力します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

次のいずれかを実行します。ステップ 2 • NVRAMにコンフィギュレーション
ファイルを直接ロードする、または• copy filesystem:

[partition-number:][filename ]
nvram:startup-config

•現在の実行コンフィギュレーション
にコンフィギュレーションファイ

ルをコピーします。
• copy filesystem:
[partition-number:][filename ]
system:running-config

例：

Device# copy usbflash0:4:ios-upgrade-1
nvram:startup-config
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例

次に、usbflash0にあるフラッシュメモリ PCカードのパーティション 4からデバイス
のスタートアップコンフィギュレーションへ ios-upgrade-1という名前のファイルをコ
ピーする例を示します。

Device# copy usbflash0:4:ios-upgrade-1 nvram:startup-config

Copy 'ios-upgrade-1' from flash device as 'startup-config' ? [yes/no] yes

[OK]

フラッシュメモリファイルシステム間でのコンフィギュレーション

ファイルのコピー

複数のフラッシュメモリファイルシステムを備えたプラットフォーム上では、内部フラッシュ

メモリなどのフラッシュメモリファイルシステムから他のフラッシュメモリファイルシス

テムへファイルをコピーできます。異なるフラッシュメモリファイルシステムへファイルを

コピーすることで、使用中のコンフィギュレーションのバックアップコピーを作成し、他のデ

バイスにコンフィギュレーションを複製できます。フラッシュメモリファイルシステム間で

コンフィギュレーションファイルをコピーするには、EXECモードで次のコマンドを使用しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

フラッシュメモリのレイアウトと内容

を表示して、ファイル名を確認します。

show source-filesystem:

例：

ステップ 2

Device# show flash:

フラッシュメモリデバイス間でコン

フィギュレーションファイルをコピー

します。

copy source-filesystem:
[partition-number:][filename ]
dest-filesystem:[partition-number:][filename
]

ステップ 3

•コピー元デバイスとコピー先デバイ
スは同じにはできません。たとえ

例：

Device# copy flash: usbflash0: ば、copy usbflash0: usbflash0:コ
マンドが無効です。
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例

次に、内部フラッシュメモリのパーティション 1からデバイス上の usbflash0のパー
ティション 1へ running-configという名前のファイルをコピーする例を示します。この
例では、コピー元のパーティションが指定されていないため、デバイスからパーティ

ション番号を要求されます。

Device# copy flash: usbflash0:

System flash
Partition Size Used Free Bank-Size State Copy Mode
1 4096K 3070K 1025K 4096K Read/Write Direct
2 16384K 1671K 14712K 8192K Read/Write Direct

[Type ?<no> for partition directory; ? for full directory; q to abort]
Which partition? [default = 1]
System flash directory, partition 1:
File Length Name/status
1 3142748 dirt/network/mars-test/c3600-j-mz.latest
2 850 running-config

[3143728 bytes used, 1050576 available, 4194304 total]
usbflash0 flash directory:
File Length Name/status
1 1711088 dirt/gate/c3600-i-mz
2 850 running-config

[1712068 bytes used, 2482236 available, 4194304 total]
Source file name? running-config

Destination file name [running-config]?
Verifying checksum for 'running-config' (file # 2)... OK
Erase flash device before writing? [confirm]
Flash contains files. Are you sure you want to erase? [confirm]
Copy 'running-config' from flash: device
as 'running-config' into usbflash0: device WITH erase? [yes/no] yes

Erasing device... eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee
...erased!
[OK - 850/4194304 bytes]
Flash device copy took 00:00:30 [hh:mm:ss]
Verifying checksum... OK (0x16)

FTPサーバからフラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーショ
ンファイルのコピー

FTPサーバからフラッシュメモリデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーする
には、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable

（任意）グローバルコンフィギュレー

ションモードを開始します。この手順

configure terminal

例：

ステップ 2

は、デフォルトのリモートユーザ名ま

Device# configure terminal たはパスワードを上書きする場合にだけ

必要です（ステップ 3および 4を参
照）。

（任意）リモートユーザ名を指定しま

す。

ip ftp username username

例：

ステップ 3

Device(config)# ip ftp username Admin01

（任意）リモートパスワードを指定し

ます。

ip ftp password password

例：

ステップ 4

Device(config)# ip ftp password
adminpassword

（任意）コンフィギュレーションモー

ドを終了します。このステップが必要に

end

例：

ステップ 5

なるのは、デフォルトのリモートユー

Device(config)# end ザ名を上書きする場合のみです（ステッ

プ 3および 4を参照）。

FTPを使用してネットワークサーバか
らフラッシュメモリデバイスへコン

copy ftp: [[//location]/directory
]/bundle_name flash:

例：

ステップ 6

フィギュレーションファイルをコピー

します。

Device>copy
ftp:/cat9k_iosxe.16.11.01.SPA.bin
flash:

次の作業

copyEXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表
示される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
file promptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。
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RCPサーバからフラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーショ
ンファイルのコピー

RCPサーバからフラッシュメモリデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーする
には、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

（任意）グローバルコンフィギュレー

ションモードを開始します。この手順

configure terminal

例：

ステップ 2

は、デフォルトのリモートユーザ名ま

Device# configure terminal たはパスワードを上書きする場合にのみ

必要です（ステップ 3を参照）。

（任意）リモートユーザ名を指定しま

す。

ip rcmd remote-username username

例：

ステップ 3

Device(config)# ip rcmd remote-username
Admin01

（任意）コンフィギュレーションモー

ドを終了します。この手順は、デフォル

end

例：

ステップ 4

トのリモートユーザ名またはパスワー

Device(config)# end ドを上書きする場合にのみ必要です（ス

テップ 3を参照）。

RCPを使用してネットワークサーバか
らフラッシュメモリデバイスへコン

copy rcp: [[[//[username@]location
]/directory] /bundle_name] flash:

例：

ステップ 5

フィギュレーションファイルをコピー

します。追加情報または確認を要求する

Device# copy デバイスからのプロンプトに対し応答し
rcp://netadmin@172.16.101.101/bundle1
flash: ます。このプロンプトは、copyコマン

ドで入力した情報量および file prompt
コマンドの現在の設定によって異なりま

す。
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TFTPサーバからフラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーショ
ンファイルのコピー

TFTPサーバからフラッシュメモリデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーす
るには、以下の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

TFTPサーバからフラッシュメモリデ
バイスへファイルをコピーします。追加

copy tftp: [[[//location ]/directory
]/bundle_name flash:

例：

ステップ 2

情報または確認を要求するデバイスから

のプロンプトに対し応答します。このプ

Device# ロンプトは、copyコマンドで入力した
copy

情報量および file promptコマンドの現
在の設定によって異なります。

tftp:/cat3k_caa-universalk9.SSA.03.12.02.EZP.150-12.02.EZP.150-12.02.EZP.bin
flash:

例

次に、TFTPサーバから usbflash0に挿入されているフラッシュメモリカードへ、
switch-configという名前のコンフィギュレーションファイルをコピーする例を示しま
す。コピーされたファイルの名前は new-configに変更されます。

Device#
copy tftp:switch-config usbflash0:new-config

スタートアップコンフィギュレーションファイルでのコンフィギュ

レーションコマンドの再実行

スタートアップコンフィギュレーションファイルのコマンドを再実行するには、このセクショ

ンの手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable
•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

スタートアップコンフィギュレーショ

ンファイルでコンフィギュレーション

コマンドを再実行します。

configure memory

例：

Device# configure memory

ステップ 2

スタートアップコンフィギュレーションのクリア

スタートアップコンフィギュレーションから設定情報を消去できます。デバイスをスタート

アップコンフィギュレーションなしで再起動した場合は、デバイスを最初から設定できるよう

に、デバイスは、Setupコマンドファシリティに移行します。スタートアップコンフィギュ
レーションの内容をクリアするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

スタートアップコンフィギュレーショ

ンの内容をクリアします。

erase nvram

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# erase nvram
クラスAフラッシュファイル
システムのプラットフォーム

以外のすべてのプラット

フォームでは、このコマンド

により NVRAMが消去されま
す。スタートアップコンフィ

ギュレーションファイルは、

いったん削除すると復元でき

ません。クラス Aフラッシュ
ファイルシステムのプラット

フォーム上では、erase
startup-configEXECコマンド
を使用すると、CONFIG_FILE
環境変数により指定されたコ

ンフィギュレーションが、デ

バイスにより削除されます。

この変数が NVRAMを指定し
ている場合は、デバイスによ

り NVRAMが消去されます。
CONFIG_FILE環境変数がフ
ラッシュメモリデバイスとコ

ンフィギュレーションファイ

ル名を指定している場合は、

デバイスによりコンフィギュ

レーションファイルが削除さ

れます。つまり、そのコン

フィギュレーションファイル

はデバイスにより消去される

のではなく、「削除済み」と

してマークされます。この機

能では、削除されたファイル

を回復できます。

（注）

指定されたコンフィギュレーションファイルの削除

特定のフラッシュデバイスの指定された設定を削除するには、このセクションの手順を実行し

ます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

特定のフラッシュデバイス上の指定さ

れたコンフィギュレーションファイル

を削除します。

delete flash-filesystem:filename

例：

Device# delete usbflash0:myconfig

ステップ 2

クラス Aおよび Bフラッシュ
ファイルシステムでは、フ

ラッシュメモリ内の特定の

ファイルを削除すると、その

ファイルは削除済みとしてシ

ステムによりマークされま

す。これにより、undelete
EXECコマンドを使用して、
削除したファイルを後で回復

できるようになります。消去

されたファイルは回復できま

せん。コンフィギュレーショ

ンファイルを完全に消去する

には、squeeze EXECコマンド
を使用します。クラス Cフ
ラッシュファイルシステムで

は、削除されたファイルは回

復できません。CONFIG_FILE
環境変数で指定されたコン

フィギュレーションファイル

を消去または削除しようとし

た場合、システムにより削除

の確認を求めるプロンプトが

表示されます。

（注）

クラスAフラッシュファイルシステムでのCONFIG_FILE環境変数の指
定

クラス Aフラッシュファイルシステムでは、CONFIG_FILE環境変数で指定されたスタート
アップコンフィギュレーションファイルをロードするようにCisco IOSソフトウェアを設定で
きます。CONFIG_FILE変数のデフォルトは NVRAMになります。CONFIG_FILE環境変数を
変更するには、このセクションの手順を実行してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

フラッシュファイルシステムにコンフィ

ギュレーションファイルをコピーしま

copy [flash-url | ftp-url | rcp-url | tftp-url |
system:running-config |
nvram:startup-config] dest-flash-url

ステップ 2

す。再起動時には、ここからデバイスに

ファイルがロードされます。例：

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 3

Device# configure terminal

CONFIG_FILE環境変数を設定します。
この手順により、実行時の

boot config dest-flash-url

例：

ステップ 4

CONFIG_FILE環境変数が変更されま
す。Device(config)# boot config 172.16.1.1

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

スタートアップコンフィギュレーショ

ンにステップ 3で実行されたコンフィ
ギュレーションを保存します。

copy system:running-config
nvram:startup-config

例：

ステップ 6

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

（任意）CONFIG_FILE環境変数の内容
を確認できます。

show boot

例：

ステップ 7

Device# show boot
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例

次の例は、実行コンフィギュレーションファイルをデバイスにコピーします。その

後、システムが再起動されるとこのコンフィギュレーションがスタートアップコン

フィギュレーションとして使用されます。

Device# copy system:running-config usbflash0:config2
Device# configure terminal
Device(config)# boot config usbflash0:config2
Device(config)# end
Device# copy system:running-config nvram:startup-config
[ok]
Device# show boot
BOOT variable = usbflash0:rsp-boot-m
CONFIG_FILE variable = nvram:
Current CONFIG_FILE variable = usbflash0:config2
Configuration register is 0x010F

次の作業

スタートアップコンフィギュレーションファイルの場所を指定すると、nvram:startup-config
コマンドは、スタートアップコンフィギュレーションファイルの新しい場所のエイリアスと

なります。more nvram:startup-config EXECコマンドにより、スタートアップコンフィギュ
レーションの場所に関係なく、スタートアップコンフィギュレーションが表示されます。erase
nvram:startup-config EXECコマンドにより、NVRAMの内容が消去され、CONFIG_FILE環境
変数で指定されたファイルが削除されます。

copy system:running-config nvram:startup-configコマンドを使用してコンフィギュレーショ
ンを保存した場合、デバイスによりコンフィギュレーションファイルの完全バージョンは

CONFIG_FILE環境変数により指定された場所に保存され、抽出バージョンは NVRAMに保存
されます。抽出バージョンとは、アクセスリスト情報を含まないバージョンです。NVRAMに
完全バージョンのコンフィギュレーションファイルが含まれている場合は、デバイスは完全

バージョンを抽出バージョンで上書きすることを確認するプロンプトを表示します。NVRAM
に抽出コンフィギュレーションが含まれている場合は、デバイスは確認のプロンプトを表示し

ないで NVRAMにある既存の抽出バージョンのコンフィギュレーションファイルを上書きす
る処理を進めます。

フラッシュデバイスにあるファイルを CONFIG_FILE環境変数として指定した場合、copy
system:running-config nvram:startup-configコマンドでコンフィギュレーションファイルを保
存するたびに、古いコンフィギュレーションファイルは「削除済み」とマークされ、新しいコ

ンフィギュレーションファイルがそのデバイスに保存されます。それでも古いコンフィギュ

レーションファイルがメモリを使用するため、最終的にフラッシュメモリは一杯になります。

squeeze EXECコマンドを使用して古いコンフィギュレーションファイルを完全に削除し、領
域を解放してください。

（注）
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コンフィギュレーションファイルをダウンロードするデバイスの設定

ネットワークコンフィギュレーションおよびホストコンフィギュレーションファイル名の順

序付きリストを指定できます。Cisco IOSXEソフトウェアは、適切なネットワークまたはホス
トコンフィギュレーションファイルをロードするまで、このリストをスキャンします。

システムの起動時にコンフィギュレーションファイルをダウンロードするようにデバイスを設

定するには、次のセクションで説明するタスクを少なくとも 1つ実行します。

•ネットワークコンフィギュレーションファイルをダウンロードするデバイスの設定

•ホストコンフィギュレーションファイルをダウンロードするデバイスの設定

起動中にコンフィギュレーションファイルをロードできなかった場合、要求されたファイルが

ホストから提供されるまで、デバイスは 10分ごと（デフォルト設定）に再試行します。試行
が失敗するごとに、デバイスにより以下のメッセージがコンソール端末に表示されます。

Booting host-confg... [timed out]

スタートアップコンフィギュレーションファイルになんらかの問題がある場合、またはコン

フィギュレーションレジスタが NVRAMを無視するように設定されている場合は、デバイス
は Setupコマンドファシリティに移行します。

ネットワークコンフィギュレーションファイルをダウンロードするデバイスの設定

起動時にサーバからネットワークコンフィギュレーションファイルをダウンロードするよう

に Cisco IOSソフトウェアを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

起動時にダウンロードするネットワーク

コンフィギュレーションファイルおよ

boot network {ftp:[[[//[username
[:password ]@]location ]/directory
]/filename ] | rcp:[[[//[username@]location

ステップ 3

び使用されるプロトコル（TFTP、RCP、
または FTP）を指定します。]/directory ]/filename ] | tftp:[[[//location

]/directory ]/filename ]}

例：
•ネットワークコンフィギュレーショ
ンファイル名を指定しない場合、

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# boot network
tftp:hostfile1

Cisco IOSソフトウェアはデフォル
トのファイル名の network-confgを
使用します。アドレスを省略した場

合、デバイスはブロードキャストア

ドレスを使用します。

•複数のネットワークコンフィギュ
レーションファイルを指定できま

す。ソフトウェアは、ネットワーク

コンフィギュレーションファイル

をロードできるまで、入力された順

に試行します。この手順は、異なる

設定情報を持つ、ネットワークサー

バ上にロードされるファイルを複数

保持する場合に役立ちます。

再起動時にネットワークファイルを自

動的にロードするようにシステムをイ

ネーブルにします。

service config

例：

Device(config)# service config

ステップ 4

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションファイ

ルに保存します。

copy system:running-config
nvram:startup-config

例：

ステップ 6

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

ホストコンフィギュレーションファイルをダウンロードするデバイスの設定

起動時にサーバからホストコンフィギュレーションファイルをダウンロードするようにCisco
IOSソフトウェアを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

Device> enable

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

起動時にダウンロードするホストコン

フィギュレーションファイルおよび使

boot host {ftp:[[[//[username [:password
]@]location ]/directory ]/filename ] |
rcp:[[[//[username@]location ]/directory

ステップ 3

用されるプロトコル（FTP、RCP、また
は TFTP）を指定します。]/filename ] | tftp:[[[//location ]/directory

]/filename ] }

例：
•ホストコンフィギュレーション
ファイルの名前を指定しない場合、

Device(config)# boot host
tftp:hostfile1

デバイスは、それ自身の名前を使用

してホストコンフィギュレーショ

ンファイル名を形成します。この

とき、その名前はすべて小文字に変

換され、すべてのドメイン情報は削

除され、「-config」が追加されま
す。ホスト名の情報を利用できない

場合は、ソフトウェアはデフォルト

のホストコンフィギュレーション

ファイル名の device-confgを使用し
ます。アドレスを省略した場合、デ

バイスはブロードキャストアドレス

を使用します。

•複数のホストコンフィギュレーショ
ンファイルを指定できます。Cisco
IOSソフトウェアは、ホストコン
フィギュレーションファイルをロー

ドできるまで、入力された順に試行

します。この手順は、異なる設定情

報を持つ、ネットワークサーバ上

にロードされるファイルを複数保持

する場合に役立ちます。

再起動時にホストファイルを自動的に

ロードするようにシステムをイネーブル

にします。

service config

例：

Device(config)# service config

ステップ 4

グローバルコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションファイ

ルに保存します。

copy system:running-config
nvram:startup-config

例：

ステップ 6

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

例

次に、hostfile1という名前のホストコンフィギュレーションファイルおよびnetworkfile1
という名前のネットワークコンフィギュレーションファイルをダウンロードするよう

にデバイスを設定する例を示します。デバイスは TFTPおよびブロードキャストアド
レスを使用してファイルを取得します。

Device# configure terminal
Device(config)# boot host tftp:hostfile1
Device(config)# boot network tftp:networkfile1
Device(config)# service config
Device(config)# end
Device# copy system:running-config nvram:startup-config

コンフィギュレーションファイルの機能履歴と情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1
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